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後日おいしく食べたおみやげのコロッケ

スタッフが参加者のチェックする中、バスが到着

キリンビール神戸工場内の巨大な糖化釜（後方＝麦汁を作る設
備）は、キリンビール尼崎工場で昭和36（1961）年〜平成8
（1996）年まで働いた釜です

篠山城は慶長14（1609）年、徳川家康が天守を持たない
城を築きましたが、明治維新後の廃城令により取り壊され
た。同時期に建てられた篠山城大書院は、昭和19年の火災
により焼失し、平成12年に復元されました。石垣には「よ
うこそ丹波篠山へ」と英字とともに記されていました

歴史ある神社の前でパチリと花のトンネルをくぐり幼稚園とお別れ

元気よく幼稚園歌を歌う卒園児

緊張する中、式典が進行

藤岡謙一西宮市教育長（当時）に園旗を返納する
河㟢祥子園長

ー
ル
神
戸
工
場
「
丘
の
上
の
ビ
ア

レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
た
っ
ぷ
り
1
時

間
。
メ
イ
ン
料
理
と
サ
ラ
ダ
、
ド

リ
ン
ク
バ
ー
で
、
多
く
の
食
材
を

堪
能
。
中
に
は
全
種
類
の
料
理
を

網
羅
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
丹
波
篠
山
へ
。
丹
波

篠
山
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ラ
ソ
ン
の
準
備
で

慌
た
だ
し
い
街
の
散
策
し
な
が
ら
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
店
に
立
ち
寄
っ

て
買
い
物
。
楽
し
い
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
帰
路
の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
暖
か

な
１
日
。
土
産
を
手
に
参
加
者
は

笑
顔
が
満
開
で
し
た
。

　
芦
原
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催

で
、
２
月
27
日
に
丹
波
篠
山
へ
45

人
で
行
き
ま
し
た
。受
付
時
に「
こ

ん
な
企
画
を
待
っ
て
ま
し
た
」「
１

人
で
す
が
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と

の
声
も
あ
り
、
期
待
さ
れ
て
い
る

研
修
バ
ス
旅
行
。
こ
の
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
参
加
者
は
、
予
定

時
間
よ
り
早
く
集
合
し
、
笑
顔
い

っ
ぱ
い
で
出
発
し
ま
し
た
。

　「
道
の
駅
よ
か
わ
」
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
山
田
錦

の
館
」
に
は
、
日
本
中
の
酒
が
展

示
さ
れ
、
地
場
の
新
鮮
野
菜
や
果

物
も
あ
り
、
早
速
買
い
物
を
す
る

姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、

キ
リ
ン
ビ

◦れんげ畑の田んぼ
　4月末日〜 5月 6日（水）
◦どろんこあそび（どろんこ週間）
　5月 17日（日）
　　芦原地区子ども会連絡協議会
　5月 18日（月）〜 5月 23日（土）
　　一般の人たちに開放
◦田植え
　5月 31日（日）
　　一般の人たちに開放

お知らせ

みや
っこキ

ッズパークあしはら
のびのびこうえん

開園時間：10：00 〜 17：00
Ｔ Ｅ Ｌ：0798-67-7321

７
年
ぶ
り
の

�

研
修
バ
ス
旅
行

︱
青
山
神
社
︱

　
N
さ
ん
夫
婦
は
、
大
正
ロ
マ

ン
館
、
篠
山
城
大
書
院
の
他
、

青
山
神
社
に
も
参
拝
。
青
山
家

歴
代
藩
主
を
ま
つ
る
神
社
は
、

明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
創

建
後
、
大
正
５
（
１
９
１
６
）

年
に
現
在
の
神
社
に
改
築
。
毎

年
春
の
祭
礼
で
は
、
は
か
ま
姿

の
子
ど
も
た
ち
が
練
り
歩
き
ま

す
。

︱
青
山
歴
史
村
・

�

デ
カ
ン
シ
ョ
館
︱

　
篠
山
藩
主
の
青
山
家
の
明
治
時

代
の
別
邸
・
桂け

い

園え
ん

舎し
ゃ

を
中
心
と
し

て
、
３
棟
の
土
蔵
と
大
き
な
か
や

ぶ
き
屋
根
の
長
屋
門
か
ら
成
っ
て

い
ま
す
。
施
設
内
に
は
、
城
石
垣

修
理
伺
の
図
面
や
印
判
な
ど
江
戸

時
代
の
貴
重
な
数
々
の
史
料
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
き
な
井
戸
と
勘
違
い
し
た
石い

し

造づ
く
り

金か
ね

櫃び
つ

（
金
庫
）
は
、当
時
の
「
貨

幣
司
」
が
地
中
金
庫
と
し
て
使
用

し
て
い
た
も
の
で
し
た
。

　「
デ
カ
ン
シ
ョ
館
」
は
、『
デ
カ

ン
シ
ョ
節
』
が
流
れ
る
中
、
歴
史

や
文
化
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
見

学
で
き
ま
し
た
。

閉 園 式
3月23日

最後の卒園式
3月18日

西宮市立子育て総合センター付属

あおぞら幼稚園
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緊
張
し
た
面
持
ち
で
川
㟢
祥
子

園
長
か
ら
修
了
証
書
を
受
け
取
っ

た
卒
園
児
。
幼
稚
園
で
の
楽
し
か

っ
た
こ
と
や
小
学
生
に
な
っ
て
頑

張
り
た
い
こ
と
な
ど
を
、
保
護
者

や
来
賓
の
前
で
し
っ
か
り
と
し
た

声
で
話
し
、
成
長
を
感
じ
さ
せ
ま

し
た
。

　
思
い
出
の
言
葉
と
歌
を
聞
き
、園

で
過
ご
し
た
１
年
間
を
振
り
返
り

ま
し
た
。
４
月
か
ら
の
小
学
校
生

活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　
閉
園
式
に
は
、
４
歳
児
と
５
歳

児
、
保
護
者
、
地
域
な
ど
か
ら
の

来
賓
が
列
席
し
て
式
典
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
来
賓
代
表
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が

終
わ
り
、
園
旗
返
納
、
あ
お
ぞ
ら

幼
稚
園
あ
ゆ
み
の
動
画
を
見
ま
し

た
。
最
後
に
園
歌
の
歌
声
を
聞
き
、

25
年
間
の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
幼
稚
園
と
の
別
れ
と
な
り

ま
し
た
。

　幼児教育に関する研修・研究や、就学前から小学校への円滑な接続の支援な
ど、公立・私立幼稚園・保育所の枠組みを超えて、本市全体の幼児教育・保育
の質の向上につながるよう機能の充実を図るために、令和 7年度から本庁舎 7
階に設置された幼児教育・保育センターが、あおぞら幼稚園跡地の施設に移転
します。

閉園式後の施設の今後について
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•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•



（3） （2）令和8年 5月 1日第394号 芦 原わが街 令和8年 5月 1日第394号 芦 原わが街

給排水管改修工事　設備点検
メンテナンス業務　空調工事

「スイカンなら大丈夫」と安心して頂けること
私達の目指すのは信頼度オンリーワンの企業

西宮市西宮浜3丁目14-3　 TEL（0798）22-9185(代表）  http://suikan.co.jp
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メッセージ

感謝の気持ちを
　　　カードに !!
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